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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年5月14日に公表しました平成23年3月期業績予想を下記の通り
修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,000 700 150 50 1.31

今回発表予想(B) 10,780 578 35 △118 △3.12

増減額(B-A) △220 △122 △115 △168

増減率(%) △2.0 △17.4 △76.6 △336.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

11,856 1,051 479 447 11.75

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22,000 1,800 700 450 11.82

今回発表予想(B) 21,300 1,500 400 250 6.70

増減額(B-A) △700 △300 △300 △200

増減率(%) △3.1 △16.6 △42.8 △44.4

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,254 2,283 1,137 618 16.26

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,350 200 20 50 1.31

今回発表予想(B) 4,272 198 1 △48 △1.27

増減額(B-A) △78 △2 △19 △98

増減率(%) △1.7 △1.0 △95.0 △196.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

4,561 459 191 203 5.35

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,750 550 70 100 2.63

今回発表予想(B) 8,550 440 50 50 1.31

増減額(B-A) △200 △110 △20 △50

増減率(%) △2.2 △20.0 △28.5 △50.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

9,007 817 292 107 2.82



修正の理由 

 当第2四半期（累計）期間の連結及び個別業績予想につきましては、基幹のバス事業において、昨年の「新型インフルエ
ンザ流行」に対する反動による輸送人員の回復を見込んだものの、夏場の記録的な猛暑に伴う出控えと高速ツアーバス台
頭の影響を受け、一般乗合バス部門、高速バス部門ともに輸送人員は当初予想に比べ大幅に減少いたしました。 
 また、旅行部門及び商品販売部門も昨年のNHK大河ドラマ「天地人」の放映、「トキめき新潟国体」の開催による観光客
の増加と関連商品の売上増を補うことが出来ず低調に推移しました。 
 経費面では、軽油価格が想定計画額を上回って推移したことによりバス運行燃料費用が増加したことなどから、連結及
び個別とも営業利益、経常利益は当初予想を下回る見通しとなりました。 
 最終利益につきましては、グループ内保有資産の効率化を図るために実施いたしました連結子会社への固定資産譲渡
に伴う特別損失の発生により、連結及び個別ともに四半期純損失の計上となる見込みです。 
 なお、通期の連結及び個別の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益につきましても、第2四半期（累計）期間におけ
る業績が影響し、それぞれ前回発表値を下回る見込みであります。 
 
*上記予想は、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因
により、異なる結果となることがあります。 

以 上


